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本研究では、乳幼児の栄養素や食材の摂取状況ならびに食生活に対する母親の意識の実態
調査など離乳期の食べ物に関して、母親へのアンケート調査を実施した。調査は生後５か月
から１歳６か月の乳幼児を持つ母親を対象とし、調査時期は2010年９月から10月に実施し、
152名より回答を得た。その解析から次のような結果を得て考察した。
１．食事作りの気持ちは「好きでも嫌いでもない」が多く、菓子作りは「好き」という回答
が多かった。
２．保有している調理器具のうち使用頻度の高い調理器具は「包丁」、「フライパン」、「コン
ロ」、「まな板」であった。
３．食習慣については「野菜類はほとんど毎日食べている」が多く、少なかった回答は「果
物類を毎日食べるようにしている」であった。
４．離乳食作りは「好きでも嫌いでもない」が多く、母親が「離乳食作りに関する情報が欲
しい」という回答は92.1％希望していた。離乳食作りの情報源は「雑誌」が多く、「栄養士」、
「テレビ」は少なかった。離乳食作りを「時々悩む」と回答した割合は月齢が進むにつれて
増加した。
５．ベビーフードは約６割の母親が使用しており、使う理由として「調理が簡単」が多かっ
た。ベビーフードを使わない理由として「手作りをする」「価格が高い」の順であった。
６．母親と子どもの食事について、夕食に母親と子どもの同じ食品の出現が多かった。９か
月以上から子どもは母親と同じ食品を食べていることが伺われ、母親自身の食事の内容が
大切であることが示唆された。
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１．緒言
子どもの食習慣は、生命が発生してすぐに母親の胎
内で始まる胎生期、出生後の乳汁期、離乳期、幼児期
とその成長発達に伴った栄養の取り方が深く関与して
いる。それが学童期以降の長い一生における健康の土
台となるという、大変重要な意義を持っている。乳幼
児期の食習慣を適正化することは、生活習慣病予防の
見地からその意義は大きい??。
乳児期は、人の一生のうちで最も発育の盛んな時期
である。体重は、満１歳で出生時の３倍、４歳で５倍
になり、身長は、４歳で出生時の２倍になる。したがっ
て、乳児の場合は健康の維持・増進のためではなく、
発育や活発な運動に必要な栄養素をまんべんなく摂取
するため、１日に必要な食事摂取基準は体重１kg当た
りで比較すると成人に比べて多いことが報告されてい
る??。
乳児にとって離乳は、母乳や育児用ミルク等の乳汁
栄養から幼児食へと進んでいく過程である。この間、
乳児の摂食機能は乳汁を吸うことから食物をかみつぶ
して飲み込むことへと発達する。摂取する食品数や量
も多くなるとともに、献立や調理の形態も乳児の成長
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に合わせて変化していく??。乳児の成長・発達には個人
差があり、堤ら??によれば、離乳食は個人差に配慮して
進めることが重要であり、離乳開始時期を除き、栄養
のバランスに配慮することも大切であると報告してい
る。
以上のことから、本研究は、離乳食の現状より問題
点を探り、今後の離乳食指導に活かすことを目的とし
て、乳幼児の栄養素や食材の摂取状況や食生活に対す
る母親の意識の実態調査を実施することにした。
２．方法
本研究の調査方法は、札幌近郊の北海道江別市、石
狩市、札幌市に在住する生後５か月から１歳６か月の
乳幼児を持つ母親を対象として、質問紙法による留め
置き自記式によるアンケート調査と母親と子どもの１
日の食生活を把握する食事状況調査を行った。
調査期間は2010年９月から10月の２か月間で、調
査票を配布し、郵送法により回収した。回答を得たの
は294名のうち152名であり、回収率は51.7％であっ
た。調査データは単純集計後、月齢によって分類して
クロス集計を行い、χ?検定により解析した。
３．結果および考察
⑴ 調査対象者の属性
対象者の属性を表１に示した。居住地域は江別市
（73％）が多く、次いで札幌市（13.8％）と石狩市
（13.2％）の順に低くなった。母親の年齢は「30代」が
73.0％、次いで「20代」18.9％、「40代」8.1％であり、
藤女子大学QOL研究所紀要：The Bulletin of Studies on QOL and Well-Being,Vol.10,No.1,Mar.2015
表1 調査対象者の属性（居住地域・年齢・家族数)
調査項目
人（％)
居住地域 石狩市 20（13.2)
江別市 111（73.0)
n＝152 札幌市 21（13.8)
母の年齢 10代 0（ 0.0)
20代 28（18.9)
30代 108（73.0)
n＝148 40代 12（ 8.1)
家族数 ２人 0（ 0.0)
３人 49（33.3)
４人 64（43.5)
５人 23（15.6)
n＝147 ６人以上 11（ 7.5)
子ども数 １人 54（36.5)
２人 67（45.3)
３人 22（14.9)
４人 4（ 2.7)
n＝148 ５人 1（ 0.7)
母の健康状況 良好 90（61.2)
普通 56（38.1)
n＝147 調子悪い 1（ 0.7)
職業の形態 常勤 12（ 8.2)
パートタイム 7（ 4.8)
自営業 2（ 1.4)
内職 1（ 0.7)
職業についていない（専業主婦を含む) 117（80.1)
n＝146 その他 7（ 4.8)
子の性別 男児 72（49.0)
n＝147 女児 75（51.0)
出生順位 第一子 54（36.5)
第二子 68（45.9)
第三子 21（14.2)
n＝148 第四子 5（ 3.4)
健康状況 良好 132（89.2)
普通 14（ 9.5)
n＝148 調子悪い 2（ 1.4)
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「10代」は含まれていなかった。
家族数は「４人」が43.5％、次いで「３人」33.3％、
「５人」15.6％であり、「４人」が多かった。子ども数
は「２人」45.3％、「１人」36.5％、「３人」14.9％、
「４人」2.7％、「５人」0.7％であり、子どもの数は「２
人」が45.3％と多かった。出生順位は「第一子」が
36.5％、「第二子」45.9％、「第三子」14.2％、「第四子」
3.4％であった。
子どもの健康状況では「良好」が89.2％、「普通」
9.5％、「調子悪い」が1.4％であった。母親の健康状況
は「良好」が61.2％、「普通」38.1％、「調子悪い」が
0.7％であり、「良好」が多かった。母親の職業形態は
「職業についていない（専業主婦を含む）」が80.1％、
「常勤」が8.2％、「パートタイム」4.8％、「自営業」
1.4％、「内職」0.7％であった。子どもの性別は男児
49.0％、女児51.0％であり、男児と女児ほぼ同数で
あった。
⑵ 食生活状況調査
１）食事作りと菓子作り
家庭の食事作りは、これまで主婦が中心に考えられ
てきた。しかし、照井??によれば、女性の就業率や社会
への参加の増大、単身赴任者、高齢者や若年者のシン
グル化とともに日常の生活が変化し、家事全般の簡便
化・省力化は、経済性や利便性などのプラス思考によ
る合理性で家事能力の低下とともに調理技術の低下で
家庭の食事を大きく変えたと報告している。
食事作りと菓子作りの気持ち、市販総菜とインスタ
ント食品の利用状況を表２に示した。母親の食事作り
の気持ちは「好きでも嫌いでもない」が53.9％、次い
で「好き」が40.8％「嫌い」が5.3％であった。菓子
作りは「好き」が59.6％、「好きでも嫌いでもない」が
34.4％、「嫌い」が6.0％であった。食事作りと菓子作
りを比べると菓子作りの方の「好き」が多かったが、
食事作りでは「好きでも嫌いでもない」が多くなって
いたことがわかった。
２）市販惣菜とインスタント食品の利用
市販総菜の利用は「ほとんど使わない」が64.5％、
「時々使う（週１回程度）」32.2％、「よく使う（週３回
以上）」が3.3％であった。
インスタント食品の利用では「ほとんど使わない」
が55.3％、「時々使う（週１回程度）」は40.1％、「よ
く使う（週３回以上）」が4.6％であった。市販総菜と
インスタント食品の利用はともに「ほとんど使わない」
とする割合が多かった。
食事作りの気持ちは月齢区分において７か月以上は
「嫌い」が減少し、菓子作りの気持ちも７か月以降の「嫌
い」が減少していた。
食事作りを「好きでも嫌いでもない」と思う母親は
多かったが、市販惣菜とインスタント食品の利用はと
もに「ほとんど使わない」とする割合が多かったのは、
専業主婦を含む職業についていない母親が多く、必要
に駆られながらも日々の料理を手作りしているからで
はないかと思われた。
⑶ 調理器具の保有と使用状況
保有調理器具と使用調理器具の実態を表３に示し
た。機械産業と食品産業の発達より、多種多様な食品
と家庭の機械器具は広範なコマーシャルベースに乗っ
て消費者ニーズに合わせて、食材料の選択、調理技術、
食事感、健康感などの変化がみられている??。
母親が保有している調理器具のうち使用頻度の高い
調理器具（使用率80％以上）は「包丁」、「フライパン」、
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表2 食生活状況調査
月 齢
調 査 項 目 全 体
５～６か月 ７～８か月 ９～11か月 12か月以上
食事作りの気持ち 好き 62（40.8) 8（53.3) 6（30.0) 12（48.0) 32（37.2)
嫌い 8（ 5.3) 0（ 0.0) 3（15.0) 3（12.0) 2（ 2.3)
好きでも嫌いでもない 82（53.9) 7（46.7) 11（55.0) 10（40.0) 52（60.5)
菓子作りの気持ち 好き 90（59.6) 9（60.0) 9（45.0) 17（68.0) 52（61.2)
嫌い 9（ 6.0) 0（ 0.0) 2（10.0) 2（ 8.0) 4（ 4.7)
好きでも嫌いでもない 52（34.4) 6（40.0) 9（45.0) 6（24.0) 29（34.1)
市販総菜の利用 よく使う（週３回以上) 5（ 3.3) 0（ 0.0) 0（ 0.0) 2（ 8.0) 3（ 3.5)
時々使う（週１回程度) 49（32.2) 4（26.7) 7（35.0) 9（36.0) 28（32.6)
ほとんど使わない 98（64.5) 11（73.3) 13（65.0) 14（56.0) 55（64.0)
インスタント食品の利用 よく使う（週３回以上) 7（ 4.6) 1（ 6.7) 2（10.0) 0（ 0.0) 4（ 4.7)
時々使う（週１回程度) 61（40.1) 5（33.3) 8（40.0) 17（68.0) 30（34.9)
ほとんど使わない 84（55.3) 9（60.0) 10（50.0) 8（32.0) 52（60.5)
人（％)
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「コンロ」、「まな板」、「鍋」、「すりおろし」、「電子レン
ジ」であった。一方、使用頻度が低い調理器具（使用
率30％以下）は「ミキサー」、「すり鉢・すりこぎ」で
あった。
保有調理器具数は13個のうち、12.0±1.4個であ
り、使用調理器具数は8.2±2.3個であったが、使用調
理器具数が少なかった。菊地??によると女子学生を対
象とした調理器具のうち、使用頻度が高い調理器具は
「包丁」、「まな板」、「フライパン」、「ガスコンロ」で、
使用頻度が低い調理器具は「ミキサー」、「はかり」、「計
量スプーン」と報告しており、本調査結果においても
保有の調理器具は同様の傾向がみられた。
離乳食調理に必要と思われるすり鉢・すりこぎ、ミ
キサーなどの使用頻度はそれぞれ16.4％、18.4％であ
り、今後は離乳食指導においても「すり鉢・すりこぎ」
を使用する簡単な離乳食作りや具体的な食事作りを指
導することも大切であると思われた。
⑷ 母親の食習慣
母親の食習慣を表４と表５に示した。母親の食習慣
の判定??によれば「野菜はほとんど毎日食べている」と
「油を使った料理を１日１回は食べている」が92.8％
と最も多く、次いで、「１日２食位は肉、魚、卵、大豆
製品のいずれかを食べるようにしている」が92.1％、
「朝食は毎日きちんと食べている」が91.4％、「牛乳を
毎日飲んでいる」が50.3％であった。一方、少なかっ
た回答は「果物類を毎日食べるようにしている」が
45.7％、「こんぶ、わかめ、のりなどの海藻を毎日食べ
るようにしている」が28.9％であった。
新藤??らは生活習慣病予防のために、ご飯などの「主
食」を基本に、たっぷりの野菜の「副菜」と毎日の果
物、魚の「主菜」を組み合わせた、食塩控えめのバラ
表3 保有調理器具と使用調理器具の実態
保有調理器具
順位 調理器具の種類 保有率(％)
１ 包丁 100.0
１ フライパン 100.0
３ コンロ 99.3
３ まな板 99.3
５ 鍋 98.7
５ すりおろし 98.7
７ 電子レンジ 98.0
８ 計量カップ 96.7
９ 計量スプーン 96.1
10 はかり 88.8
11 オーブントースター 82.2
12 すり鉢・すりこぎ 79.6
13 ミキサー 70.4
平均12.0±1.4個
使用調理器具
順位 調理器具の種類 使用率(％)
１ 包丁 100.0
２ フライパン 98.7
３ コンロ 96.7
３ まな板 96.7
５ 電子レンジ 92.8
６ 鍋 90.8
７ オーブントースター 54.6
７ 計量カップ 54.6
９ 計量スプーン 50.0
10 すりおろし 42.8
11 はかり 30.9
12 ミキサー 18.4
13 すり鉢・すりこぎ 16.4
平均8.2±2.3個
表4 母親の食習慣について
調 査 項 目
人（％)
野菜類はほとんど毎日食べている 141（92.8)
油を使った料理を１日１回は食べている 141（92.8)
１日２食位は肉、魚、卵、大豆製品のいずれかを食べるようにしている 140（92.1)
朝食は毎日きちんと食べている 139（91.4)
食事をする時、食品の組み合わせを考えて食べている 131（86.2)
にんじん、ほうれんそうなどの緑黄色野菜を毎日食べている 102（67.1)
食事はいつも腹八分目に食べている 88（58.3)
牛乳は毎日飲んでいる 76（50.3)
果物類を毎日食べるようにしている 69（45.7)
こんぶ、わかめ、のりなどの海藻を毎日食べるようにしている 44（28.9)
表5 母親の食習慣の判定
判 定
人（％)
たいへんよい（９～10) 36（23.7)
よい（７～８) 59（38.8)
少し悪い（５～６) 41（27.0)
悪い（５未満) 16（10.5)
n＝152 平均7.0±1.7点
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ンスの良い食事を食習慣として身につけていく必要が
あり、離乳食の時期からそうした食品を上手に取り入
れ、味や食べ方など慣れ親しむ工夫などバランスのよ
い食事をすすめている。すなわち、母親の食習慣がよ
ければ、離乳食期の子どもの食事内容もよくなるであ
ろうと推察する。
また、今回の調査結果では、果物や海藻類を食べる
という回答が少なく、平成21年度国民健康・栄養調査
結果??においても果物類（摂取量20～29歳74.3g、30
～39歳72.2g）や海藻類の摂取量が目標値に至ってい
ない現状から、今後は母親に対する配慮が必要である
と思われた。
食事バランスガイドにおいても、果物類の摂取目安
である２ SVには不足していることがわかった。
表５に示した母親の食習慣については、アンケート
回答の「はい」を１点、「いいえ」を０点として合計し、
10点満点のうち、「大変良い」９～10点、「よい」は７
～８点、「少し悪い」５～６点、「悪い」５～未満??とし
て集計した。母親の食習慣の判定では、「よい」が
38.8％、「少し悪い」が27.0％「たいへん良い」が23.7％
「悪い」が10.5％であり、平均7.0±1.7点であり、母
親は比較的よい食習慣ではないかと考察する。なお、
図１に点数のヒストグラムを示したが、６～７点が多
い分布であった。
⑸ 乳汁の種類
乳汁の種類を表６に示した。乳汁の種類は母乳
62.6％が多く、次いでフォーロアップミルク10.2％、
調製粉乳8.2％、その他19.0％であった。
混合栄養では、母乳とフォーロアップミルク（７名
4.9％）や母乳と調製粉乳（２名1.4％）があった。そ
の他では、「牛乳を飲む」は（19名13.2％）であった。
堤ら??によれば、母乳は乳児の利点として、免疫学的感
染防御作用を持つ、成分組成が乳児に最適であり、代
謝負担が少ない、顔全体の筋肉や顎を発達させる、信
頼関係を育む、新鮮で衛生的であることなどが報告さ
れている。また、母乳は母親の利点として、母乳を飲
ませることによって出産後の母体の回復を早める、母
性ホルモン（プロラクチン）を分泌させること、精神
的安定をもたらす、乳がん、卵巣がんなどの発症率が
低下する、衛生的、経済的で手間もかからないなどが
挙げられている。
⑹ 離乳食作り
離乳食作りについての母親の意識を表７に示した。
母親の離乳食作りの意識は、「好きでも嫌いでもない」
が60.4％、「好き」が31.5％、「嫌い」が8.1％であっ
た。「好き」が約３割と少なく「好きでも嫌いでもない」
が６割を占めており、うれしい楽しい気持ちで作って
いる人が少ないと思われた。
１）離乳食作りの情報
母親が「離乳食作りに関する情報を欲しい」と思う
かに対して「よく思う」または「時々思う」と回答し
た割合はそれぞれ41.1％、51.0％で合計すると92.1％
になり、情報を希望する母親がみとめられた。子ども
の月齢によって比較すると「よく思う」は月齢が進む
につれて減少し、一方、「時々思う」は増加し、χ?検定
の結果、有意差がみとめられた（p＜0.05）。
２）離乳食作りの情報源
離乳食作りに関する情報源は「雑誌」と回答した割
合が多く見られ（78.8％）、次に多いのが「インターネッ
ト」であった（34.0％）。続いて「友人」（24.5％）、「親」
「栄養士」の順であり、「テレビ」が一番少なかった
（2.6％）。
子どもの月齢によって比較すると、「雑誌」と回答し
た割合は５か月以上から11か月まで増加した。食生活
に関する情報の入手方法について、山口ら??はテレ
ビ・新聞・雑誌が上位を占めていると報告しており、
本調査結果においては「雑誌」、「インターネット」が
上位を占め、テレビは低かった。この理由として育児
中の忙しい時は都合のよい時間に見ることのできる
「雑誌」、「インターネット」から、必要な情報を得てい
るのではないかと推察する。
３）離乳食作りの悩み
母親が離乳食作りに関して「時々悩む」と回答した
表6 乳汁の種類について
調 査 項 目
人（％)
母乳 92（62.6)
調製粉乳 12（ 8.2)
フォローアップミルク 15（10.2)
その他 28（19.0)
図1 点数のヒストグラム
17
札幌近郊における離乳食の実態と離乳食や食事作りに対する母親の意識調査
割合は65.3％であり、次いで「悩まない」24.7％、「悩
むことが多い」10.0％であった。
母親が離乳食作りに関して「時々悩む」と回答した
割合は、どの月齢にも多くみられ、月齢が進むにつれ
て増加した。12か月以上では70.9％であり、χ?検定の
結果、有意差がみとめられた（p＜0.01）。離乳食作り
が「時々悩む」と「悩むことが多い」を合わせると、
５～６か月では71.4％、７～８か月では85.0％、９～
11か月では76.0％、12か月以上では74.4％であり、
母親は離乳食作りを悩みながら取り組んでいたと推察
する。
４）米粥の作り方
米粥の作り方は、「米から作る」が59.6％で最も多
く、次いで「炊きたて飯から作る」が51.0％、「冷や飯
から作る」が21.9％「ベビーフードから作る」が
11.3％、「冷凍飯から作る」が9.3％、「作らなかった」
が0.7％の順であった。米粥の作り方について、母親は
米や炊きたて飯から作っており、「冷凍飯から作る」は
少なくなっていた。このことから、離乳食として米粥
をつくる際には、母親の食事作りから展開できるよう
な配慮も必要と思われた。
⑺ べビーフードの利用状況
１）べビーフードの利用
ベビーフードとは乳児の発育に伴い、離乳期の栄養
補給を目的に開発された市販の離乳食である。1996（平
成８）年ベビーフードの品質や安全性を確保するため、
栄養組成、物性、表示について「ベビーフード指針（厚
生省生活衛生局）」がまとめられ、これを基準（ベビー
フード自主規格）にベビーフードが製造され、離乳の
進行に応じた調理形態の製品が市販されている。包装
形態としては、びん詰め製品、レトルト製品、乾燥製
（粉末状、粒状、フレーク状）、凍結乾燥品（フリーズ
ドライ）がある。穀類、野菜、卵、レバー、肉、魚な
ど多種類の商品が販売されている???。
表８に示したベビーフードの利用状況は「ほとんど
使わず」が42.7％、「時々使う」が39.3％、「よく使う」
が18.0％であった。月齢区分で比較すると、「ベビー
フードをよく使う（週３回以上）」は７～８か月で一番
表7 離乳食作りについての母親の意識
月 齢
調 査 項 目 全 体
５～６か月 ７～８か月 ９～11か月 12か月以上
離乳食を作る時の思い
好き 47（31.5) 6（46.2) 5（25.0) 10（40.0) 23（27.1)
嫌い 12（ 8.1) 0（ 0.0) 1（ 5.0) 4（16.0) 7（ 8.2)
好きでも嫌いでもない 90（60.4) 7（53.8) 14（70.0) 11（44.0) 55（64.7)
離乳食作りに関する情報が欲しいと思うか
よく思う 62（41.1) 8（57.1) 10（50.0) 12（48.0) 29（33.7)
時々思う 77（51.0) 5（35.7) 9（45.0) 12（48.0) 48（55.8)
あまり思わない 12（ 7.9) 1（ 7.1) 1（ 5.0) 1（ 4.0) 9（10.5)
離乳食作りに関する情報源
雑誌 119（78.8) 10（71.4) 16（80.0) 22（88.0) 65（75.6)
インターネット 51（34.0) 6（42.9) 7（35.0) 11（45.8) 26（30.2)
友人 37（24.5) 3（21.4) 3（15.0) 5（20.0) 24（27.9)
親 24（15.9) 3（21.4) 4（20.0) 3（12.0) 13（15.1)
栄養士 22（14.6) 3（21.4) 2（10.0) 5（20.0) 13（15.1)
テレビ 4（ 2.6) 0（ 0.0) 0（ 0.0) 0（ 0.0) 4（14.7)
悩むことがあるか
悩まない 37（24.7) 4（28.6) 3（15.0) 6（24.0) 22（25.6)
時々悩む 98（65.3) 7（50.0) 12（60.0) 15（60.0) 61（70.9)
悩むことが多い 15（10.0) 3（21.4) 5（25.0) 4（16.0) 3（ 3.5)
米かゆ（おかゆ）の作り方
米から作る 90（59.6) 8（57.1) 11（55.0) 16（64.0) 51（59.3)
炊きたてのご飯から作る 77（51.0) 4（28.6) 12（60.0) 13（52.0) 44（51.2)
冷や飯から作る 33（21.9) 3（21.4) 8（40.0) 3（12.0) 19（22.1)
ベビーフードから作る 17（11.3) 3（21.4) 2（10.0) 2（18.0) 9（10.5)
冷凍ご飯から作る 14（ 9.3) 1（ 7.1) 3（15.0) 3（12.0) 7（18.1)
作らなかった 1（ 0.7) 0（ 0.0) 1（ 5.0) 0（ 0.0) 0（ 0.0)
離乳食作りに関する情報 χ?検定 ?p＜0.05
離乳食作り χ?検定 ??p＜0.01
人（％)
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多く、月齢が進むにつれて減少し、χ?検定の結果、有
意差がみとめられた（p＜0.01）。
２）ベビーフードの種類
母親が利用するベビーフードの種類は、「レバー、魚、
豆腐、肉類」が45.0％と多く、続いて「パン粥、うど
ん、おかゆ類」が22.5％であった。月齢が進むにつれ
て「レバー、魚、豆腐、肉類」の利用の増加がみられ
た。理由として、「レバーを食べさせるのに自分で調理
がしにくいのでベビーフードにした」、「時間がない時
などに利用した」などがあった。
ベビーフードについて月齢区分で比較すると、「ベ
ビーフードをよく使う（週３回以上）」は７～８か月で
一番多く、月齢が進むにつれ減少してした。「よく使う
（週３回以上）」と「時々使う（週１回程度）」を合わせ
た割合は、５～６か月42.8％、７～８か月55.0％、９
～11か月76.0％、12か月以上56.4％であり、月齢が
進むにつれ利用は増加するが12か月以上で減少した。
月齢が高くなるに従い、「レバー、魚、豆腐、肉類」の
利用がよくされた。「手作りする」と回答した割合は７
か月以降の月齢が進むにつれて増加していた。
３）ベビーフードを使う理由
ベビーフードを使う理由は、「調理が簡単だから」が
41.1％、「栄養があるから」と「外出時便利だから」が
それぞれ13.9％であった。今後は母親が簡単に離乳食
作りを行えるような、具体的な調理方法の指導という
必要性が示唆された。ベビーフードの使用状況??によ
れば10年前に比べてよく利用されるようになってき
ており、離乳食を手作りする際、進め方の参考にした
り、外出時に利用するなど様々な場面に利用されてい
ると考えられており、本調査結果においては、57.3％
の使用であった。この理由には「調理が簡単」、「栄養
がある」、「外出時に便利」などが挙げられている。
また、新藤ら??によれば、ベビーフードに対する意識
には簡便さが、手作りは愛情や経済性が優れていると
報告しており、本調査結果においても同様であると思
われた。
表8 ベビーフードについて
月 齢
調 査 項 目 全 体
５～６か月 ７～８か月 ９～11か月 12か月以上
ベビーフードを使うか
よく使う（週３回以上） 27（18.0) 1（ 7.1) 9（45.0) 6（24.0) 11（12.9)
時々使う（週１回程度) 59（39.3) 5（35.7) 2（10.0) 13（52.0) 37（43.5)
ほとんど使わない 64（42.7) 8（57.1) 9（45.0) 6（24.0) 37（43.5)
ベビーフードを使う理由
好まれるから 7（ 4.6) 0（ 0.0) 2（10.0) 1（ 4.0) 4（ 4.7)
調理が簡単なだから 62（41.1) 5（35.7) 10（50.0) 15（60.0) 32（37.2)
衛生的だから 13（ 8.6) 0（ 0.0) 1（ 5.0) 2（ 8.0) 9（10.5)
量がちょうどよいから 14（ 9.3) 2（14.3) 2（10.0) 2（ 8.0) 8（ 9.3)
形態がちょうどよいから 11（ 7.3) 1（ 7.1) 0（ 0.0) 3（12.0) 7（ 8.1)
栄養があるから 21（13.9) 1（ 7.1) 1（ 7.1) 2（ 8.0) 16（18.6)
特に理由がない 5（ 3.3) 0（ 0.0) 0（ 0.0) 1（ 4.0) 2（ 2.3)
外出時に便利だから 21（13.9) 1（ 4.8) 2（ 9.5) 4（19.0) 14（66.7)
その他 18（11.9) 2（ 1.4) 2（ 1.4) 4（ 2.8) 8（ 5.5)
使用するベビーフードの種類
パンがゆ、うどん、かゆ類 34（22.5) 4（28.6) 4（20.0) 7（28.0) 18（20.9)
レバー、魚、豆腐、肉類 68（45.0) 3（21.4) 7（35.0) 12（48.0) 44（51.2)
芋、野菜類 19（12.7) 1（ 7.1) 4（20.0) 3（12.0) 11（12.9)
スープ類 25（16.6) 3（21.4) 5（25.0) 5（20.0) 11（12.9)
デザート類 5（ 3.3) 1（ 7.1) 0（ 0.0) 2（ 8.0) 2（ 8.0)
その他 9（ 6.0) 1（ 7.1) 1（ 5.0) 2（ 8.0) 4（ 4.7)
ベビーフードを使わない理由
手作りする 58（38.7) 7（50.0) 6（30.0) 8（32.0) 34（40.0)
価格が高い 25（16.7) 3（21.4) 4（20.0) 6（24.0) 12（14.1)
使いにくい 2（ 1.3) 1（ 7.1) 0（ 0.0) 0（ 0.0) 1（ 1.2)
味が薄い 2（ 1.3) 0（ 0.0) 0（ 0.0) 1（ 4.0) 1（ 1.2)
その他 19（12.7) 2（14.3) 1（ 5.0) 1（ 4.0) 13（15.3)
ベビーフードの利用 χ?検定 ??p＜0.01
人（％)
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４）ベビーフードを使わない理由
ベビーフードを使わない理由は、「手作りをする」が
38.7％、「価格が高い」が16.7％であった。加藤ら??も
ベビーフードは全ての月齢区分において「価格が高い」
と回答し、離乳が進行するにつれて増加していること
を報告しており、これらのことからベビーフードの価
格が課題であると思われる。
⑻ 母親と子どもの食事
１）食事について
母親と子どもの食事について、図２と表９と表10に
示した。食品数の平均は9.0であったが最大31で最小
は１であった。食品数が10を超えるのが12か月以上
であり、12か月以上になると母親と同じ食品数になる
ことがわかった。
夕食に母親と子どもの同じ食品の出現が多く、最も
出現が多かったのは12か月以上98.0％であった。間
食は９か月以上の子どもで母親と同じ食品の出現がみ
られた（75.0％）。朝昼夕でみると９か月以上では約７
割以上が母親と同じ食品の出現がみられた。したがっ
て、９か月以上から子どもは母親と同じ食品を食べて
いることが伺われ、この時期では母親自身の食事の内
容が大切であると思われた。
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表9 母親と子どもの食事における関連性
子どもの月齢 朝 食 昼 食 間食他 夕 食 食品数 最 大 最 小
５～６か月 3 2 0 3 2.7±2.1 7 1
７～８か月 9 7 0 8 3.4±3.0 9 1
９～11か月 17 13 3 20 6.5±4.2 15 1
12か月以上 39 41 4 50 12.7±7.2 31 2
全 体 68 63 7 81 9.0±7.0 31 1
（数)
表10 母親と子どもの食事における関連性
子どもの月齢 朝 食 昼 食 間食他 夕 食
５～６か月 37.5 33.3 0 50.0
７～８か月 60.0 63.6 0 66.7
９～11か月 73.9 68.4 75.0 83.3
12か月以上 78.0 83.7 66.7 98.0
全 体 70.8 74.1 63.6 87.1
（％)
図2 子どもの食事における母親と同じ食材の出現数
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 A survey of the attitude of mothers toward baby food and the preparation
 
of baby food and meals in the suburbs of Sapporo
 
Noriko OZAWA
(Ex-Division of Food Science Human Nutrition,Fuji Women’s University Graduate School of Human Life Science)
Kazumi KIKUCHI
(Division of Food Science Human Nutrition,Fuji Women’s University Graduate School of Human Life Science)
Hideyuki CHIJI
(Division of Food Science Human Nutrition,Fuji Women’s University Graduate School of Human Life Science)
We distributed a questionnaire to mothers to determine their awareness of infant
 
nutrition and food intake as well as eating habits. A total of 152 mothers responded to
 
the survey between September and October 2010,and all had children aged between 5
 
months and 18 months.
A majority of respondents were part of nuclear families with 4 family members.
Most mothers responded that they“neither liked nor disliked”preparing meals and
 
most “liked”making sweets. Most mothers also responded that they“almost never”
used pre-prepared side dishes or instant foodstuffs.
Kitchen utensils described as frequently used included“kitchen knife”,“frying pan”,
“cooker”,and“cutting board”,whereas those used infrequently included“a mixer”and
“mortar and pestle”.
With regard to the dietary habits of the mothers,most responded that they“ate
 
vegetables almost every day”and that they“ate meals prepared using oil once a day”.
Few mothers responded that they “ate fruit every day”or that they “ate seaweed
 
products every day”.
With regard to the source of information for the preparation of baby food,“maga-
zines”were ranked first, followed by“internet”,“friends”,“parents”and “dieticians”.
“TV”was the lowest ranked source. The proportion of respondents who replied that
 
they were“sometimes troubled”when preparing baby food increased as the age of their
 
infants increased.
Commercial baby food was used by approximately 60% of mothers. The most
 
common reason given was “ease of preparation.” The most common reason for not
 
using commercial baby food was that the mothers “made it themselves”, followed by
“high cost”.
Most mothers responded that they shared the same food with their child at evening
 
meals. Mothers also shared snacks with their children over 9 months of age. From
 
this,it was observed that infants aged nine months or more eat the same food as their
 
mother,suggesting that the contents of mothers’meals were important for the children.
Key words:infant nutrition,preparation of meals,baby food
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